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職業 公務員  1  1.8
会社員  1  1.8
自営業  4  7.1
自由業  1  1.8
専業主婦 39 66.1
パート・アルバイト  3  5.4
その他  9 16.1
居住家族 単身世帯 57 98.3
夫婦世帯  1  1.7
その他  0  0.0
ボランティア活動歴 ２年未満 10 18.2




30年～39年  1  1.8
40年以上  1  1.8
健康状態 健康 36 61.0
やや健康不安 17 30.5
健康不安  4  6.8
とても健康不安  1  1.7
相談相手 いる 54 92.9
ときどきいる  4  7.1
いない  0  0.0
食事の摂取状況（週） 欠食する  0  0.0
時々する  2  3.4
欠食しない 56 96.6
外食頻度（週） 外食する  2  3.4
時々する  8 14.2
外食しない 48 82.4
栄養バランスに対する意識 意識する 55 94.6
時々する  3  5.4
意識しない  0  0.0
食生活の満足度 満足している 54 92.2
どちらでもない  2  3.4














































































































































現 状 満 足 感 1,9,13,17
人 生 享 楽 2,6,10,14,18,21












現状満足 人生享楽 存在価値 意　　欲
平均値 12.51 12.11 25.13 21.19

















ボランティア活動年数 Spesrman相関係数 1.000 .320*
有意確率（片側） . .012
Ｎ 55 49
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11．Erik H,Erikson.,& Joan M.Erikson. The 
Life Cycle Completed (Extended Version): A 
Review　2001
12．岡本秀明：高齢者のボランティア活動および
友人・近隣援助活動に関連する要因．厚生の指
標、59（５）、14-19、2012
13．ストレングスとは、アメリカのソーシャル
ワーク実践理論において、1980年代以降提唱さ
れた。Saleebey,D.は、『ソーシャルワーク実践
におけるストレングスの視点』により基本的枠
組みをまとめた。人間は、困難に直面しても
「復元力」を持っているとし、クライエントが
もつ強さや社会資源に焦点をおき援助する。ま
た、問題解決を行うためのストレングスは、個
人や家族だけでなく地域にも存在する。
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食に関する地域社会活動が生きがい感に及ぼす影響
